
該当箇所：橿原市第2期子ども・子育て支援事業計画　第4章の3（p.51～64）

基本目標１　質の高い教育･保育や子ども・子育て支援を提供する環境の充実

（１）乳幼児期における教育・保育の充実

№ 施策・事業 内　容 担当課

1 教育・保育の推進

幼稚園・保育所（園）・認定こども園に通う子どもが区別なく教育・保
育を受けることのできる環境のもと、「橿原市就学前の保育・教育指
針」に基づき、一人ひとりの子どもが個性や能力を伸ばし、健やかに
成長できるよう、教育・保育を推進します。

評価
（進捗状況）

　乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う極めて重要な時
期であることを踏まえ、「橿原市就学前の保育・教育指針」に基づき、
子どもの発達の保障を目指して、保育所・幼稚園の枠を越えて養護
と教育を一体的に行えるよう保育・教育内容を構築し、進めました。
　子ども一人ひとりに寄り添い、集団の中で経験を積み重ね、それぞ
れに合わせ、個性を認め、子どもたちの成長につなげました。
　 人間関係を育むうえでは欠かせない活動としての、ふれあい遊び
や一緒に体操をする時間、遊びの共有など、異年齢との関わる機会
が多くなり、コロナ前の生活に戻りつつあります。

課題と方策

　生後からコロナウイルス感染症拡大防止の取組の中で育ってき
た子どもたちの特に運動能力や体力作りに対して、環境を通して
よりよい経験を積み重ねられるように工夫が必要であると考えま
す。直接体験や生活習慣など様々な面での経験不足を少しず
つ主体的な活動を通して、 今後も教育・保育を充実させ、地域
や園において、集団の中で一人ひとりの子どもが輝けるような場
を作り、それぞれの個性や能力を伸ばせる保育内容を進めま
す。

№ 施策・事業 内　容 担当課

2
公立幼稚園・保育所の

適正配置について
公立幼稚園・保育所については、「就学前の保育・教育のあり方と適
正配置についての基本方針」に基づき、適正化に取り組みます。

評価
（進捗状況）

 「橿原市保育所・幼稚園適正配置実施計画」の個別計画で示さ
れている真菅北幼稚園と耳成西幼稚園の再編に向けて、地域や
保護者に向けた説明会を開催し、再編についての理解を求めま
した。また、再編後の公私連携幼保連携型認定こども園を整備
運営する公私連携法人の公募を行い、公私連携法人指定審査
委員会での審査の結果、公私連携法人候補者の順位を決定し
ました。
　過小規模園となっている畝傍南幼稚園について令和６年度の
入園児が０人となった事を受け、在園児の保護者に対し状況説
明を行い、今後についての意見の聞き取りを行いました。
                                                     （こども政策課）

　真菅北小学校・真菅北幼稚園嘱託登記業務を発注し、周辺敷
地との境界を確定させ、幼稚園敷地と小学校敷地での分筆・合
筆を行い、敷地整理を行いました。
                                                      （教育総務課）

課題と方策

　
 公私連携法人候補者と協定締結後は、新しい認定こども園の開
園に向けて、公私連携法人と丁寧な協議を重ねながら、地元や
保護者へ丁寧な説明を行っていく必要があります。
　畝傍南幼稚園については、畝傍東幼稚園との合同保育に向け
て、地元や保護者へ丁寧な説明を行っていく必要があります。香
久山幼稚園についても、２年連続過小規模園となった場合に合
同保育になることについて、引き続き、地元や保護者へ丁寧な説
明を行ってまいります。
                                                     （こども政策課）

　「橿原市保育所・幼稚園適正配置実施計画」に示している適正
配置の方向性に向けて、地域住民や保護者等への説明を丁寧
に行いながら、具体的な取り組みを示した個別再編計画の策定
に向けて検討を進めました。
                                                      （教育総務課）

施策の実施状況（令和5年度年間）

こども未来課

こども政策課

教育総務課

当日資料（差替）

【資料2-1】P１～２
修正箇所：NO.４
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№ 施策・事業 内　容 担当課

3
認定こども園の整備に

向けた支援
認定こども園への移行に必要な支援を行います。また、制度改正の
趣旨を踏まえ、地域の実情に応じた認定こども園の普及を図ります。

評価
（進捗状況）

　
令和5年3月に策定した「橿原市保育所・幼稚園適正配置実施計
画」に基づき、第１～５こども園の認定こども園への移行を進める
ため、地域には説明を行い、理解を得ることができました。

課題と方策

　
 認定こども園への移行については、地域や保護者の方の理解
を得ながら進めていく必要があり、今後も引き続き、丁寧な説明
を行っていきます。また、必要な事務手続きの洗い出しを行い、
遺漏のないよう進めていきます。また、第１～５こども園以外の公
立幼稚園についても、認定こども園として整備する際は、保護者
ニーズや地域バランス等を総合的に勘案しながら、移行を進め
ていきます。また、その際は、1号認定の３歳児を新たに受け入れ
できるよう進めていきます。

№ 施策・事業 内　容 担当課

4 地域型保育事業の推進

　多様化する保育ニーズ等に対応するため、条例で規定した設備・
運営基準に基づいて地域型保育事業（小規模保育）を推進します。
また、教育・保育施設の実施者と地域型保育事業の実施者との相互
連携を支援していきます。

評価
（進捗状況）

　令和5年４月小規模保育事業所２園が開園しました。
令和６年3月末の利用人数は
　ぽれぽれ保育園　15名（０～２歳児）
　ぽこあぽこ神宮前保育園　19名（０～２歳児）

課題と方策 　今後も待機児童対策を継続していきます。

こども政策課

こども未来課
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№ 施策・事業 内　容 担当課

56 利用者支援事業の推進

　子育て包括支援センターとしての枠組みの中で「子育て総合
窓口」と「妊産婦・乳幼児相談窓口」を設置し、子育て支援に関
する情報提供や利用支援、子育てに関するさまざまな相談への
対応を行うとともに、適切な窓口・機関等と利用者をつなぎ、保護
者が円滑に子育て支援を利用できるよう支援します。

評価
（進捗状況）

　令和４年度に子ども家庭相談室が設置され、利用者支援事業
の基本型と母子保健型とのより密な連携体制が整いました。子ど
も家庭相談室には気軽に相談できるよう、窓口に子育てアテンダ
ントが常駐しています。令和５年度からはこども広場・子育て支援
センターにも子育て支援員を配置し利用者支援事業基本型を実
施しています。

課題と方策
　今後も、連携を密にしながら様々な相談対応を行い、育児に関
する不安や悩みなどを軽減できるよう支援していきます。

№ 施策・事業 内　容 担当課

57
幼稚園における
子育て支援機能の充実

　子育てに関する情報発信を幅広く提供し、保護者の保育参加
や未就園児の親子登園の機会を充実し、子育てを支援します。

評価
（進捗状況）

　令和５年５月以降から未就園児の親子登園を回数や人数制限
は行わず、体調管理を万全にして実施しました。家庭内で過ご
すことが多かった子どもたちにとって未就園児親子登園に参加
することが楽しみであったようです。
　対象年齢（２歳児・３歳児）
　　　　　　　　　令和６年３月末現在の登録者数　　１９２名
　内容：絵本の読み聞かせ（お話文庫）やリズム遊び、　制作活
動など

課題と方策
　引き続き、子育て支援の取組については、現状にあったできる
方法を考え、できるだけ地域の未就園の親子が参加できるように
します。

№ 施策・事業 内　容 担当課

58
園庭開放による
子育て支援の充実

　幼稚園・保育所（園）・認定こども園において園庭を開放し、子
育て支援を推進します。

課題と方策

　子どもに遊びの場を提供するとともに保護者にも子どもと一緒
に遊ぶ楽しさを味わってもらえるよう、今後も取り組みを進められ
るように努めます。
　こども園や幼稚園の各園の状況に合わせて、今後も園庭開放
を行い、子育て支援の一助になることや子育て相談などしやす
いようにしていきたいです。

評価
（進捗状況）

　教育時間終了後に園庭開放を行いました。設定時間の調整を
図り、コミュニケーションの場としての子育て支援を継続しました。
保護者の管理のもと、のびのび遊ぶことがねらいです。よりよい
子育て支援の充実を図る必要があります。
　３歳児の園庭開放を実施する場合の留意事項はきめ細やかに
努めました。

こども家庭課

こども未来課

こども未来課

当日資料（差替）

【資料2-1】P23～24
修正箇所：NO.59
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№ 施策・事業 内　容 担当課

59 子育て情報の提供

　子育て支援サービスや各種情報を集約した情報誌の作成や、
ホームページ、母子保健事業等など、あらゆる媒体・機会を通
じ、情報の受け手の視点に立った、効果的かつ効率的な子育て
支援に関する情報提供・情報発信を進めます。

評価
（進捗状況）

予防接種や休日夜間応急診療所、＃8000（こども救急電話相談）、
#7119（奈良県救急安心センター）等の情報提供・情報発信を行いまし
た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（健康増進課）

　株式会社サイネックスとの官民協働事業により、「2024年版　子育てす
るなら橿原市！子育てガイドブック」を作成しました。初版の内容に加え
て、妊娠から出産後の手続き等に関する情報を新たに掲載するなど、
より多くの市民に役立つ内容となるよう掲載内容の見直し・拡充に努め
ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（こども政策課）

　子育てに関する関係課の情報を集約した「子育てガイドブック」を転入
時や１歳６か月児健診、訪問時等に配布し、情報の発信に努めていま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（こども家庭課）

　家庭教育支援事業等の情報を、広報かしはら・市ＨＰ・子育て情報冊
子・情報誌（web版）等の掲載や、今年度においても健康増進課及び橿
原市立図書館と連携して、こんにちは赤ちゃん訪問や１歳６か月児健
診時のブックスタート事業の際にも事業告知チラシを配布するなど、情
報の発信に努めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

課題と方策

　今後も内容を見直しながら、継続して実施します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（健康増進課）

　今後も子育て世代にとって役立つ情報の発信のため、「子育てガイド
ブック」の掲載内容の精査を行うとともに、電子書籍版の推進など、利用
者の利便性の向上等に努めます。　　　　　　　　　　　　（こども政策課）

　子育てに関し広く情報収集し、より有益な情報を発信できるよう努めま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　（こども家庭課）

　今後もできる限り継続的に効果的かつ効率的な情報発信に努めま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

健康増進課

こども政策課

こども家庭課

生涯学習課
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